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口
述
史
料
を
利
用
し
た

中
園
、
近
現
代
史
研
究
の
可
能
性

|
|
山
西
省
孟
牒
の
日
本
軍
性
暴
力
研
究
を
め
ぐ
っ
て

i賓

正

子

c;t 

め

じ
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歴
史
研
究
に
お
い
て
円
遮
史
料
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
近
年
、

H
本
で
も

世
間
く
認
め
ら
れ
た
方
法
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
中
園
近
現
代
史
研
究
に
お
い
て

も

U
遁
史
料
の
活
用
は
、
中
岡
枇
舎
が
開
放
さ
れ
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
可
能

性
が
震
が
っ
た
こ
と
と
も
相
ま
っ
て
、
進
展
し
て
き
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
石
田
米
子
氏
ら
の
グ
ル
ー
プ
|
|
「
性
暴
力

の
嗣
貼
か
ら
見
た
日
中
戦
争
の
歴
史
的
性
格
」
研
究
舎
(
略
稽
、
性
暴
力
と

日
中
戦
争
研
究
舎
)
と
「
中
岡
に
お
け
る

H
本
軍
の
性
暴
力
の
賓
態
を
明
ら

か
に
し
、
賠
償
請
求
裁
判
を
支
援
す
る
舎
」
(
岡
、
山
西
省
・
明
ら
か
に
す

る
命
日
)
に
よ
る
中
園
山
西
省
孟
燃
に
お
け
る
奮
日
本
軍
に
よ
る
性
暴
力
の
賓

態
と
そ
の
背
景
・
構
造
に
関
す
る
一
連
の
調
査
・
研
究
で
あ
る
。

筆
者
は
、
口
述
史
料
を
基
礎
と
し
た
こ
の
研
究
は
、
主
と
し
て
次
の
三
黙

に
お
い
て
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
る
。
第
一
に
こ
の
研
究
は
、
且
ハ
樫

的
な
円
本
軍
性
暴
力
の
賓
態
と
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
構
造
を
分
析
し

た
も
の
で
、
「
慰
安
所
」
制
度
を
含
む
奮
円
本
軍
の
性
暴
力
に
関
す
る
研
究

を
大
き
く
進
め
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
性
暴
力
の
行
わ
れ
た
日
中
戦
争

期
の
山
西
省
孟
豚
農
村
枇
舎
の
状
況
を
立
躍
的
に
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し

た
こ
の
研
究
は
、
優
れ
た
地
域
枇
舎
史
研
究
で
も
あ
る
。
従
来
、
と
も
す
れ

ば
抗
日
か
親
日
か
の
評
債
軸
の
み
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
日
中
戦
争
期
の
中
園

枇
舎
を
、
よ
り
地
域
の
現
賓
に
即
し
て
分
析
し
う
る
新
た
な
研
究
覗
資
を
示

す
と
と
も
に
、
性
暴
力
被
害
の
記
録
を
残
さ
な
い
孟
豚
農
村
枇
舎
の
ジ
エ
ン

ダ

l
構
造
に
つ
い
て
も
貴
重
な
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
三
に
こ

の
研
究
は
、
文
献
史
料
を
中
心
と
し
て
き
た
中
園
史
研
究
が
、
口
述
史
料
を

も
活
用
す
る
こ
と
で
聞
か
れ
る
可
能
性
と
、
歴
史
研
究
の
方
法
、
と
り
わ
け

構
築
主
義
と
賓
読
史
的
学
を
め
ぐ
る
問
題
に
大
き
な
示
唆
を
奥
え
て
く
れ
る
。

ひ
い
て
は
歴
史
研
究
の
意
味
と
目
的
に
つ
い
て
も
、
筆
者
に
は
考
え
さ
せ
ら

れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。

以
下
、
研
究
の
概
要
を
紹
介
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
黙
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1
.
山
西
省
孟
懸
に
お
け
る
日
本
軍
性
暴
力
の
調
査
・

研
究
に
つ
い
て

-
研
究
の
概
要
と
特
徴

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
九

0
年
代
に
入
っ
て
、
奮
日
本
軍
に
よ
る
性
暴
力

の
被
害
火
性
の
名
采
り
出
と
賠
償
請
求
が
相
鱗
い
だ
。
中
園
人
女
性
で
は
一

九
九
二
年
に
高
愛
花
さ
ん
が
最
初
に
自
ら
の
被
害
を
世
界
に
訴
え
た
が
、
一

九
九
六
年
一

O
月
に
は
じ
め
て
円
本
人
の
グ
ル
ー
プ
が
彼
女
の
被
害
の
起
こ

っ
た
山
西
省
へ
赴
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

十
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「
山
西
省
・
明
ら
か
に
す
る
曾
」
と
し
て
、
そ
の
後
も
二

O
O
四
年
春
ま
で

で
一
八
回
に
の
ぼ
る
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
を
総
績
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
舎
と
メ
ン
バ
ー
の
重
複
し
た
「
性
暴
力
と
円
中
戦
争
研
究
曾
」
は
、
調

査
・
研
究
の
結
果
を
い
く
つ
か
の
論
文
と
し
て
後
表
し
て
き
た
が
、
昨
年
、

ま
と
ま
っ
た
成
果
が
石
同
米
子
・
内
同
知
行
編
字
首
王
の
村
の
性
暴
力
』
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
。
調
査
・
研
究
は
な
お
纏
績
中
だ
が
、
本
稿
で
は
同
書
を

中
心
に
、
以
下
の
よ
う
な
研
究
舎
の
一
連
の
成
果
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

(
以
下
、
本
稿
中
で
言
及
す
る
と
き
は
頭
に
附
し
た
資
料
番
競
と
ペ
ー
ジ
数

で
記
す
)

タ
1
ニ
ャ
ン

①
石
田
米
子
・
内
田
知
行
編
『
寅
土
の
村
の
性
暴
力
|
|
大
娘
た
ち
の
戦

争
は
終
わ
ら
な
い
』
(
創
土
祉
、
二

O
O
四
年
)

0

②
石
田
米
子
・
大
森
典
子
「
中
園
山
西
省
に
お
け
る
日
本
軍
性
暴
力
の
賓

態
」
(
〈
〉
巧
当
I
Z
何
斗
]
出
司
自
編
『
H
本
軍
性
奴
隷
制
を
裁
く
|
|
一
一

0

0
0
年
女
性
国
際
戦
犯
法
廷
の
記
録
第
四
巻
「
慰
安
婦
」
・
戦
時
性
暴

力
の
賓
態
E

中
園
・
東
南
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
編
』
緑
風
出
版
、
二

0
0

0
年
)

0

③
石
田
米
子
「
中
園
農
村
に
お
け
る
聞
き
取
り
か
ら
見
え
た
戦
時
性
暴
方
の

構
造
」
(
『
鳴
門
史
撃
』
一
八
、
二

O
O
五
年
)

0

④
石
田
米
子
「
沈
黙
を
強
い
る
構
造
と
白
隼
感
情
を
回
復
す
る
関
係
」
(
『
岡

山
部
落
解
放
研
究
所
紀
要
』
二
二
、
二

O
O
四
年
)

0

⑤
石
田
米
子
「
中
園
に
お
け
る
日
本
軍
性
暴
力
被
害
の
調
査
・
記
録
に
取
り

組
ん
で
」
(
『
中
園
女
性
史
研
究
』
一
一
、
二

O
O
二
年
)

0

⑥
石
田
米
子
「
中
園
山
西
省
に
お
け
る
日
本
軍
性
暴
力
に
閲
す
る
調
査
に
つ

い
て
」
(
神
奈
川
大
準
人
文
筆
曾
『
人
文
研
究
』
一
四
四
、
二

O
O
一
年
)

0

」

⑦
石
田
米
子
「
記
録
さ
れ
な
い
記
憶
|
|
山
西
省
に
お
け
る
戦
争
被
害
調

査
・
記
述
の
中
の
性
暴
力
」
(
岡
山
大
向
晶
子
文
的
晶
子
部
束
洋
史
研
究
室
『
芝
蘭

集
|
|
好
並
隆
司
先
生
退
官
記
念
論
集
』
一
九
九
九
年
)
。

⑧
石
田
米
子
「
中
園
華
北
の
戦
場
に
お
け
る
日
本
軍
の
性
暴
力
の
構
造
|
|

山
西
省
の
現
地
調
査
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」
(
『
女
性
・
戦
争
・
人
権
』

一
一
、
一
九
九
九
年
)
。

⑨
林
伯
耀
「
天
津
の
日
本
軍
『
慰
安
婦
』
供
出
シ
ス
テ
ム
|
|
傷
『
天
津
特

別
市
政
府
』
警
察
局
の
公
文
資
料
か
ら
」
(
『
女
性
・
戟
争
・
人
権
』
二
、

一
九
九
九
年
)

0

⑬
池
田
恵
理
子
「
奮
日
本
軍
兵
士
の
性
行
動
」
(
〈
〉
司
君
I
Z
肘
叶
』
品
目
編

『
日
本
軍
性
奴
隷
制
を
裁
く
|
|
二

0
0
0年
女
性
園
際
戦
犯
法
廷
の
記

録
第
二
巻
加
害
の
精
神
構
造
と
戦
後
責
任
』
緑
風
出
版
、
二

0
0
0

年
)

0

⑪
内
出
知
行
「
山
西
省
飽
偏
政
権
の
財
政
的
基
盤
」
(
内
田
『
黄
土
の
大
地

一
九
三
七
1
一
九
四
五
|
|
山
西
省
占
領
地
の
枇
合
経
済
史
』
創
土
枇
、

二
O
O
五
年
)
。

⑫
ビ
デ
オ
『
大
娘
た
ち
の
戦
争
は
終
わ
ら
な
い
|
|
中
園
山
西
省
・
黄
土

の
村
の
性
暴
力
』
(
池
田
恵
理
子
撮
影
編
集
、
五
八
分
、
ビ
デ
オ
塾
制
作
、

二
O
O
四
年
、
〈
〉
巧
当
I
Z
開
叶
』
品
目
取
り
扱
い
)

0

⑬
内
海
愛
子
・
石
日
米
子
・
加
藤
修
弘
編
『
あ
る
日
本
兵
の
二
つ
の
戦
場

|
|
近
藤
一
の
終
わ
ら
な
い
戦
争
』
(
杭
合
評
論
祉
、
二

O
O
五
年
)

0

①
『
黄
土
の
村
の
性
暴
力
』
は
、
現
時
黙
で
の
研
究
の
ま
と
め
で
あ
る
。

「
第
一
部
諮
言
・
資
料
編
」
は
、
九
人
の
被
害
者
と
一
人
の
被
害
者
遺
族

お
よ
び
首
時
を
知
る
十
人
の
村
人
に
よ
る
謹
言
、
そ
れ
に
背
景
理
解
の
た
め

十

11 
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の
詳
細
な
解
説
と
資
料
を
配
し
、
「
第
二
部
論
丈
編
」
は
山
西
省
の
性
暴

力
と
そ
の
背
景
に
関
す
る
六
本
の
研
究
論
文
を
収
め
る
。
②
は
、
同
地
域
の

他
の
性
暴
力
被
害
者
の
事
例
と
と
も
に
、
孟
牒
の
性
暴
力
の
貰
態
を
論
じ
る
。

③
1

⑧
は
、
調
査
・
研
究
の
中
心
で
あ
る
石
田
米
子
氏
が
調
査
の
各
段
階
で

執
筆
・
講
演
し
た
も
の
で
、
調
査
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
、
そ
の
中
で
石

田
氏
が
何
を
ど
う
認
識
し
て
い
っ
た
か
が
窺
え
る
。
⑨
l
⑪
は
、
研
究
舎
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
論
文
・
史
料
紹
介
。
⑫
は
、
映
像
に
よ
る
も
う
一
つ
の
形

の
謹
言
記
録
で
、
撮
影
編
集
の
池
出
恵
理
子
氏
は
テ
レ
ビ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
で
あ
る
。
⑬
は
、
現
地
の
隣
接
地
域
に
駐
屯
し
て
い
た
元
日
本
軍
兵
士

の
詳
細
な
聞
き
取
り
で
、
①
の
姉
妹
編
と
も
い
う
べ
き
書
物
。
同
書
も
、
詳

細
な
解
説
と
現
地
調
査
の
記
録
を
収
め
る
。

こ
の
一
連
の
調
査
・
研
究
の
特
徴
と
し
て
、
強
調
す
べ
き
は
、
丁
寧
な
聞

き
取
り
調
査
と
と
も
に
、
被
害
現
場
・
被
害
者
の
居
住
し
て
い
た
農
村
・
円

本
軍
の
司
令
部
の
置
か
れ
た
地
方
都
市
等
で
の
現
地
調
査
、
そ
し
て
詳
細
な

日
中
隻
方
の
文
献
史
料
収
集
を
併
せ
た
、
徹
底
的
な
史
料
調
査
を
行
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
被
害
者
の
謹
言
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
回
に
一
1
(

一
一
一
日
か
け
て

お
お
む
ね
七
、
八
回
以
上
に
わ
た
っ
て
聞
き
取
っ
た
内
容
が
整
理
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
文
献
史
料
は
、
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
記
録
は
も
ち
ろ
ん
、
山
西

省
棺
案
館
所
蔵
の
日
本
軍
に
よ
る
被
害
調
査
記
録
、
ま
た
日
本
軍
の
作
戦
史
、

部
隊
記
録
、
多
数
の
元
兵
士
等
の
関
係
者
の
回
憶
録
な
ど
を
含
む
。
日
本
軍

関
係
の
史
料
調
査
を
中
心
的
に
捨
賞
し
た
の
は
高
校
日
本
史
教
員
の
加
藤
修

弘
氏
だ
が
、
氏
に
よ
る
①
「
第
一
部
」
所
取
「
大
娘
た
ち
の
村
を
襲
っ
た
戦

争
|
|
孟
懸
の
農
村
か
ら
見
る
日
本
軍
の
相
貌
」
は
、
日
本
軍
の
作
戦
・
背

景
理
解
に
役
立
つ
。
こ
れ
は
、
現
時
貼
で
可
能
な
限
り
の
口
述
史
料
・
文
献

史
料
・
現
地
調
査
を
駆
使
し
て
行
わ
れ
た
、
精
綴
な
研
究
と
い
え
る
。

379 

」

-
明
ら
か
に
な
っ
た
性
暴
力
被
害
の

賓
態
と
そ
の
背
景

こ
こ
で
調
査
さ
れ
た
山
西
省
主
豚
西
部
で
の
日
本
軍
に
よ
る
性
暴
力
は
、

一
九
四
一
年
始
め
か
ら
四
四
年
始
め
ま
で
に
愛
生
し
た
。
日
中
戦
争
勃
設
以

前
、
山
西
省
は
園
川
氏
政
府
下
で
閤
錫
山
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
日
本
軍
は

一
九
三
七
年
一
一
月
に
は
太
原
を
占
領
、
翌
年
一
月
に
は
孟
牒
勝
城
も
占
領

し
た
。
こ
れ
に
封
し
て
抗
日
勢
力
は
、
五
霊
山
地
方
に
根
擦
地
を
建
設
し
、

一
九
三
八
年
一
月
に
は
亙
日
察
葉
透
匝
政
府
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
孟
豚

一
帯
は
、
日
本
軍
と
八
路
軍
が
釘
峠
す
る
最
前
線
と
な
っ
た
。
一
九
四

O
年

八
月
、
八
路
軍
は
百
園
大
戦
と
し
て
知
ら
れ
る
日
本
軍
へ
の
一
斉
攻
撃
を
行

っ
て
日
本
軍
に
大
打
撃
を
奥
え
た
。
こ
れ
に
到
し
て
日
本
軍
は
皇
軍
の
威
信

回
復
を
か
け
た
復
讐
戟
と
し
て
菅
中
作
戦
を
展
開
す
る
が
、
そ
こ
で
は
「
敵

性
あ
り
」
と
「
判
断
し
た
」
住
民
の
殺
毅
、
建
物
・
物
資
の
破
壊
・
抹
殺
と

い
っ
た
「
燈
滅
掃
蕩
」
が
行
わ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
三
光
作
戦
」
で
あ
る
。

嘗
時
、
孟
豚
一
帯
に
配
置
さ
れ
て
い
た
の
は
日
本
軍
北
支
邦
方
面
軍
第
一

軍
濁
立
混
成
第
四
放
圏
濁
立
歩
兵
第
一
四
大
隊
で
あ
っ
た
。

H
本
軍
は
、
農

村
の
各
様
貼
に
ふ
だ
ん
は
十
l
二
十
人
程
度
の
兵
士
を
配
し
て
少
数
の
軍
で

麿
、
い
地
域
を
支
配
す
る
「
高
度
分
散
配
置
」
と
い
わ
れ
る
配
置
方
法
を
と
っ

ト
ー
チ
カ

た
。
孟
豚
全
陸
で
二
二
の
日
本
軍
の
擦
駄
が
設
け
ら
れ
「
砲
塞
」
が
造
ら
れ

た
。
振
動
の
設
け
ら
れ
た
村
に
は
、
「
維
持
含
」
「
清
郷
隊
」
な
ど
と
呼
ば
れ

た
釘
円
協
力
組
織
が
作
ら
れ
、
日
本
軍
へ
の
物
資
の
剖
達
な
ど
に
首
た
っ
た
。

調
査
さ
れ
た
性
暴
力
被
害
は
、
河
束
村
・
西
煙
鎮
・
進
圭
一
祉
の
二
一
一
線
馴
に
駐

屯
し
て
い
た
兵
士
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
ら
か
に
な
っ
た
性
暴
力
の
賓
態
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

十

11 

127 

寸11 



L 

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
ハ
中
日
宍
)
日
・

3

E
待

ー「

380 

河
東
村
の
手
玉
林
さ
ん
は
、
自
宅
に
連
日
日
本
兵
が
や
っ
て
来
て
輪
姦
さ
れ
、

夜
は
砲
蓋
に
連
行
さ
れ
て
輪
姦
さ
れ
た
。
不
在
の
時
は
姉
が
強
姦
さ
れ
、
被

害
は
一
年
飴
り
績
き
、
そ
の
聞
に
赤
ん
坊
が
死
亡
し
た
。
河
東
村
の
日
本
軍

砲
蓋
の
近
く
に
賓
家
が
あ
っ
た
楊
喜
何
さ
ん
は
、
里
婦
り
中
に
二
人
の
日
本

兵
に
強
姦
さ
れ
、
雨
親
は
殴
ら
れ
て
け
が
を
し
た
。
そ
の
後
も
彼
女
は
賓
家

で
H
本
兵
に
強
姦
さ
れ
、
彼
女
が
い
な
い
と
日
本
兵
は
雨
親
に
暴
行
し
て
、

被
害
は
河
束
砲
憂
か
ら
日
本
軍
が
撤
退
す
る
ま
で
一
年
近
く
績
い
た
。
ま
た

河
東
擦
貼
の
日
本
軍
の
隊
長
は
、
「
維
持
舎
」
を
通
じ
て
五
人
の
女
性
を
要

求
し
、
南
頭
村
か
ら
「
供
出
」
さ
れ
た
南
二
僕
さ
ん
は
、
一
年
宇
の
閥
、
砲

塞
に
置
か
れ
て
下
士
官
に
濁
占
さ
れ
、
子
供
ま
で
産
ま
さ
れ
た
。
彼
女
は
こ

の
た
め
後
に
「
歴
史
的
反
革
命
」
の
罪
で
三
年
間
入
獄
し
、
文
化
大
革
命
の

時
も
政
治
的
に
迫
害
さ
れ
、
一
九
六
七
年
に
「
恨
み
を
晴
ら
し
て
ほ
し
い
」

と
言
い
残
し
て
自
殺
し
た
(
聞
き
取
り
は
遺
族
や
村
人
か
ら
行
っ
た
)
o

尚

二
僕
さ
ん
以
外
の
供
出
さ
れ
た
四
人
の
女
性
は
、
河
束
村
の
い
民
家
を
徴
愛
し

た
家
屋
(
「
楊
家
院
子
」
と
呼
ば
れ
た
)
に
置
か
れ
て
、

H
常
的
に
日
本
兵

の
性
暴
力
を
受
け
た
。
南
枇
村
の
高
銀
蛾
さ
ん
は
、
南
枇
惨
案
と
呼
ば
れ
る

住
民
虐
殺
事
件
の
際
に
捕
ら
え
ら
れ
、
河
東
村
の
砲
宣
室
に
連
行
さ
れ
て
連
円

輪
姦
さ
れ
、
家
族
が
土
地
な
ど
を
貰
っ
て
身
代
金
を
作
っ
て
解
放
さ
れ
た
。

西
煙
鎮
の
越
潤
梅
さ
ん
も
西
煙
惨
案
の
際
に
被
害
に
遭
っ
た
。
羊
泉
村
の
共

産
量
…
員
で
抗
日
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
首
時
一
一
一
一
歳
の
寓
愛
花
さ
ん
は
、
捕

ら
え
ら
れ
て
進
圭
祉
の
日
本
軍
擦
貼
に
監
禁
さ
れ
、
連
日
拷
聞
や
輪
姦
を
受

け
た
。
彼
女
は
三
度
捕
ら
え
ら
れ
て
二
度
逃
げ
出
し
た
が
、
三
度
目
は
拷
問

で
死
ん
だ
と
思
っ
て
捨
て
ら
れ
、
助
け
ら
れ
て
息
を
吹
き
返
し
た
。
が
、
骨

が
潰
れ
て
身
長
が
二

0
セ
ン
チ
ほ
ど
縮
ん
で
し
ま
い
、
現
在
に
至
る
ま
で
腫

調
が
悪
い
。

」

聞
き
取
り
か
ら
は
、
調
査
に
謄
じ
た
性
暴
力
被
害
者
以
外
に
も
、
現
在
も

村
に
住
ん
で
い
る
が
語
ら
な
い
被
害
者
、
強
姦
後
虐
殺
さ
れ
た
被
害
者
、
そ

の
後
亡
く
な
っ
た
減
措
者
、
他
の
村
に
移
っ
た
被
害
者
、
な
ど
が
多
数
存
在

す
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

で
は
、
こ
の
仕
事
の
意
味
を
、

い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
論
じ
て
み
よ
う
。

2
目
日
本
軍
性
暴
力
研
究
に
お
け
る
意
味

こ
の
研
究
の
意
義
と
し
て
、
ま
ず
最
初
に
、
南
京
型
と
も
「
慰
安
所
」
型

と
も
異
な
っ
た
前
線
・
末
端
型
の
日
本
軍
に
よ
る
性
暴
力
の
賓
態
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
ら
を
組
み
込
ん
だ
組
織
的
な
円
本
軍
性
暴
力
会
館
の
構
造
を
論

じ
た
こ
と
が
奉
げ
ら
れ
る
。

奮
日
本
軍
に
よ
る
戟
時
性
暴
力
の
研
究
は
、
一
九
九

0
年
代
に
な
っ
て
大

き
く
進
展
し
た
。
研
究
の
進
む
中
で
奮
日
本
軍
の
性
暴
力
は
い
く
つ
か
の
類

型
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
第
一
は
、
南
京
大
虐
殺
の

際
の
集
圏
強
姦
に
代
表
さ
れ
る
「
攻
略
」
時
・
「
討
伐
」
時
の
強
姦
・
輪
姦

で
あ
る
。
こ
れ
を
南
京
型

u
「
討
伐
」
作
戦
時
の
輪
姦
型
と
呼
ぶ
な
ら
、
九

0
年
代
に
は
こ
う
し
た
性
暴
力
の
賓
態
が
、
以
前
に
も
ま
し
て
贋
範
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
円
中
の
歴
史
研
究
者
の
共
同
作
業

に
よ
る
南
京
大
虐
殺
の
調
査
の
進
展
や
、
中
園
で
日
本
軍
(
小
川
一
侵
略
に
よ
る
各

地
の
被
害
調
査
が
ま
と
め
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

第
二
の
類
型
は
、
「
慰
安
所
」
型
の
性
暴
力
で
あ
る
。
日
本
軍
将
兵
に
性

的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
「
慰
安
婦
」
の
存
在
は
、
従
来
か
ら
履
く
知
ら
れ

て
い
た
が
、
そ
れ
が
火
性
に
釘
す
る
重
大
な
人
権
侵
害
だ
と
は
一
般
に
は
認

識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
一
九
九
一
年
に
韓
図
の
金
皐
順
さ
ん
が
「
意

に
反
し
て
「
慰
安
婦
」
と
さ
れ
て
大
き
な
苦
痛
を
受
け
た
」
と
訴
え
出
た
の

十

11 

128 

寸11 



L 

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
ハ
中
日
宍
)
日
・

3

E
待

ー「

を
皮
切
り
に
、
元
「
慰
安
婦
」
の
女
性
の
名
乗
り
出
と
損
害
賠
償
請
求
が
相

継
い
だ
こ
と
を
受
け
て
、
昔
、
態
解
明
の
た
め
の
研
究
が
急
速
に
進
展
し
た
。

九
0
年
代
前
半
の
「
慰
安
婦
」
研
究
の
成
果
は
、
士
円
見
義
明
『
従
軍
慰
安

婦
』
(
告
波
新
書
、
一
九
九
五
年
)
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
、
「
慰
安
婦
」
と
さ
れ
た
火
性
の
意
志
に
反
し
た
強
制
が
康
範
に
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
、
日
本
軍
が
組
織
と
し
て
慰
安
所
制
度
の
運
告
に
闘
奥
し
て
い

た
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
「
慰
安
所
」
「
慰
安
婦
」

の
シ
ス
テ
ム
は
奮
日
本
軍
に
よ
る
性
暴
力
で
あ
っ
た
、
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム

の
韓
換
が
起
こ
っ
た
。
九

0
年
代
後
竿
に
は
、
「
慰
安
婦
」
問
題
に
関
す
る

内
外
の
議
論
の
高
ま
り
の
中
で
、
各
地
の
被
害
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
合
め

た
賓
態
調
査
・
分
析
が
進
み
、
そ
の
成
果
は
〈
〉
ヨ
ヨ
I
Z何
寸
]
山
宮
山
口
編

『H
本
軍
性
奴
隷
制
を
裁
く
|
|
二

0
0
0年
女
性
園
際
戦
犯
法
廷
の
記
録

(
全
六
巻
)
』
(
緑
風
山
版
、
二

0
0
0
1
二
O
O
二
年
)
な
ど
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
そ
こ
で
は
日
本
軍
が
駐
留
し
て
い
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
ほ
ぼ
全

域
で
の
「
尉
安
所
」
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
が
嬉
日
本
軍
の
シ
ス

テ
ム
の
不
可
紋
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
半
世
紀
経
っ
て
か
ら
奮
日
本
軍
に
よ
る
性
暴
力
の
研
究

が
活
設
化
し
た
背
景
に
は
、
よ
う
や
く
女
性
の
人
権
に
封
す
る
認
識
が
高
ま

っ
た
こ
と
、
冷
戦
後
の
民
族
紛
争
の
中
で
戦
時
性
暴
力
の
頻
設
が
惇
え
ら
れ
、

そ
の
構
造
と
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
戦
時
性
暴
力
の
再
笈
を
防
ぐ
必
要
が
強

く
認
識
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
で
み
る
山
西
省
孟
豚
農
村
の
性

暴
力
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
九

0
年
代
以
来
の
日
本
軍
性
暴
力
研
究
の
進
展

と
い
う
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
研
究
は
、
孟
際
農
村
で
、
以
ト
じ
の
よ
う
な
南
京
型
お
よ
び
「
慰
安

所
」
型
の
性
暴
力
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
様
々
な
形
態
の
性
暴
力
も
日
常

381 

」

的
に
後
生
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
は
、
部
隊
披
貼
・
施
設

内
へ
女
性
を
投
致
・
監
禁
し
て
の
輪
姦
、
隊
長
に
よ
る
女
性
の
投
致
・
占
有
、

そ
こ
を
離
れ
て
は
生
き
ら
れ
な
い
女
性
へ
の
民
家
で
の
長
期
の
常
態
化
し
た

輪
姦
、
な
ど
で
、
こ
れ
ら
を
前
線
・
末
端
型
の
性
暴
力
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

る。
こ
の
研
究
は
、
孟
豚
農
村
を
前
線
と
し
て
高
度
分
散
配
置
を
行
っ
た
日
本

軍
の
作
戦
ゃ
、
後
方
に
醤
た
る
軍
司
令
部
の
置
か
れ
た
都
市
の
「
慰
安
所
」

の
状
況
な
ど
を
も
詳
細
に
調
べ
、
そ
れ
ら
と
の
構
造
的
連
閥
の
も
と
に
孟
豚

農
村
で
の
前
線
・
末
端
型
の
性
暴
力
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
以
下
、
①

「
第
二
部
」
所
取
の
石
出
・
内
田
「
山
西
省
の
日
本
軍
『
慰
安
所
』
と
孟
豚

の
性
暴
力
」
を
中
心
に
論
貼
を
紹
介
す
る
。

北
支
那
方
面
軍
第
一
軍
の
司
令
部
の
置
か
れ
た
省
都
太
原
と
、
族
園
司
令

部
の
置
か
れ
た
陽
泉
、
そ
し
て
大
隊
本
部
の
あ
っ
た
孟
豚
豚
城
に
は
そ
れ
ぞ

れ
「
慰
安
所
街
」
ま
た
は
「
慰
安
所
」
が
あ
り
、
日
本
軍
支
配
の
軍
政
機
構

の
各
レ
ベ
ル
に
、
部
隊
の
規
模
に
見
合
っ
た
軍
管
理
の
「
慰
安
所
」
が
設
置

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
軍
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
「
合
法
化
」
さ
れ
て
い

る
「
慰
安
所
」
の
髄
験
や
惇
聞
は
、
「
慰
安
所
」
の
な
い
前
線
の
兵
士
や

「
慰
安
所
」
に
行
く
金
の
な
い
兵
士
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
強
姦
を
日
常
的
に

愛
生
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
強
姦
を
歎
認
し
合
う
状
況
を
作
り
出
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
日
本
軍
支
配
の
軍
政
機
構
の
各
レ
ベ
ル
の
「
慰
安
所
」
の
構
造

の
中
で
考
え
た
と
き
、
孟
燃
の
末
端
の
部
隊
に
よ
る
「
楊
家
院
子
」
の
設
置

や
民
家
で
の
日
常
的
な
輪
姦
は
、
む
し
ろ
「
日
本
軍
全
躍
の
組
織
的
か
つ
常

態
的
な
性
暴
力
」
の
典
型
的
な
事
例
、
特
殊
例
で
は
な
く
虞
範
に
愛
生
し
た

現
象
の
代
表
例
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
被
害
者
の
詮
言
か
ら
わ
か
る
全
て
の

被
害
事
例
は
、
後
に
隊
長
に
よ
る
濁
占
は
あ
っ
て
も
車
濁
行
動
で
な
く
輪
姦

十

11 

129 

寸11 



L 

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
ハ
中
日
宍
)
日
・

3

E
待

ー「

382 

で
あ
り
、
「
個
々
の
不
良
兵
士
の
仕
業
」
で
は
な
く
部
隊
ぐ
る
み
で
習
慣
化

し
た
か
歎
認
さ
れ
た
性
暴
力
で
あ
っ
た
(
④
九

O
頁
)

0

「
慰
安
所
」
と
前

線
・
末
端
型
の
性
暴
力
と
は
、
互
い
に
助
長
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。

日
本
軍
が
線
健
と
し
て
性
暴
力
に
釘
し
て
と
っ
た
姿
勢
は
、
第
一
に
、
表

向
き
は
強
姦
を
軍
紀
違
反
と
し
て
禁
止
し
つ
つ
、
他
方
で
「
尉
に
女
所
」
を
設

置
し
て
そ
の
合
法
化
・
組
織
化
を
は
か
っ
た
。
第
二
に
、
自
ら
軍
紀
を
踏
み

に
じ
っ
た
円
本
軍
の
将
校
は
、
個
々
の
部
隊
や
兵
士
の
性
暴
力
を
賓
際
に
は

取
り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
容
認
し
た
。
前
線
の
中
隊
長
や
分
遣
隊
長
は
、

略
奪
や
強
姦
を
大
目
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
兵
士
の
戦
闘
音
山
欲
を
か
き
立

て
、
中
園
の
住
民
に
恐
怖
を
奥
え
抵
抗
力
を
挫
く
こ
と
が
作
戦
遂
行
に
利
あ

る
と
し
た
。
軍
の
上
層
部
は
前
線
の
軍
紀
違
反
を
知
り
得
た
し
、
知
っ
て
い

た
こ
と
を
示
す
記
述
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
放
置
さ
れ
た
。
日
本
軍
将
兵
に
は
、

性
暴
力
を
犯
罪
と
す
る
規
範
意
識
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
こ
の
研
究
は
、
孟
際
の
事
例
の
詳
細
な
分
析
を
通
し
て
、

前
線
・
末
端
型
の
日
本
軍
性
暴
力
も
、
日
本
軍
総
健
の
性
暴
力
の
構
造
の
中

で
護
生
し
、
そ
れ
を
構
成
し
て
い
た
、
園
家
責
任
を
問
、
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
、

と
明
瞭
に
論
じ
る
。
前
線
・
末
端
型
の
性
暴
力
は
、
お
び
た
だ
し
い
事
例
が

想
定
さ
れ
な
が
ら
、
一
部
兵
士
の
軍
紀
逸
脱
行
矯
に
よ
る
も
の
と
み
な
さ
れ

て
、
「
慰
安
所
」
型
や
南
京
型
の
よ
う
に
軍
の
集
圏
的
組
織
的
な
性
犯
罪
と

し
て
図
家
責
任
を
問
、
つ
こ
と
は
難
し
い
、
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
提
出
さ
れ
た
前
線
・
末
端
型
を
含
む
円
本
軍
性
暴
力
全
鑓
の
構
造
、

と
い
う
覗
黙
は
、
南
京
型
と
、
日
本
「
内
地
」
お
よ
び
植
民
地
朝
鮮
出
身
の

火
性
を
主
た
る
被
害
者
と
す
る
「
慰
安
所
」
型
と
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
日
本

軍
性
暴
力
を
、
中
国
は
じ
め
日
本
軍
占
領
下
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
各
地
の
現
地

支
性
を
被
害
者
と
す
る
前
線
・
末
端
型
を
も
含
め
て
、
よ
り
虞
範
に
議
論
し

」

て
ゆ
く
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
た
ち
が
言
う
よ
う
に
、
こ
の
研
究

は
い
ま
だ
完
成
し
た
も
の
で
な
く
、
個
々
の
論
貼
に
は
分
析
を
深
め
る
べ
き

(
7
)
 

多
く
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。
今
後
、
一
層
の
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

3

地
域
社
曾
史
研
究
と
し
て
の
意
味

|
|
記
憶
と
記
録
の
階
層
性

次
に
指
摘
す
べ
き
こ
の
研
究
の
意
味
は
、
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
、
文

献
史
料
か
ら
は
窺
え
な
か
っ
た
覗
貼
か
ら
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を

通
じ
て
文
献
史
料
を
生
み
だ
し
た
杭
舎
の
構
造
を
も
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

H
中
戦
争
期
の
孟
豚
農
村
の
状
況
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
村
の
人
々
ー
|
|
被
害
女
性
、
子
供
だ
っ
た
村
氏
、
封
日
協
力
機
関
で

働
い
て
い
た
村
氏
、
抗

H
の
村
民
、
男
性
の
村
民
、
女
性
の
村
民
な
ど
ー
ー

か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
立
樫
的
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本

軍
と
八
路
軍
が
封
峠
し
合
う
最
前
線
の
村
の
ミ
ク
ロ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
①
「
第
二
部
」
所
牧
の
石
田
「
日
本
軍
性
暴
力
に

か
ん
す
る
記
憶
・
記
録
・
記
述
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
考
察
を
手
が
か
り
に
、

地
域
(
村
)
の
論
理
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
l
構
造
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
(
石
田
論
文
以
外
の
文
献
の
関
連
箇
所
は
、
括
弧
内
に
記
し
た
)

0

-
村
の
論
理
の
刷
出
と
「
漢
好
」
の
見
直
し

日
本
軍
の
暴
行
に
よ
る
被
害
は
、
個
々
の
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
被
っ
て

い
る
。
だ
が
研
究
メ
ン
バ
ー
は
関
連
す
る
文
献
史
料
を
精
査
す
る
中
で
、
聞

き
取
り
で
明
ら
か
に
な
っ
た
村
の
出
来
事
に
は
、
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
も

の
と
、
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
日
中
戦
争
期
の

村
の
歴
史
に
関
わ
る
文
献
史
料
に
は
地
方
志
、
各
レ
ベ
ル
の
文
史
資
料
、
日

十
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本
軍
の
暴
行
記
録
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
は
基
本
的
に
日
本
軍
の
侵
略
が
如
何

に
残
酷
で
、
そ
れ
に
針
し
て
中
図
共
産
黛
指
導
下
の
抗
日
勢
力
が
ど
の
よ
う

に
英
雄
的
に
抵
抗
し
た
か
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
日
本
軍

に
協
力
し
な
い
抗
日
の
村
が
、
報
復
と
し
て
「
惨
案
」
と
呼
ば
れ
る
大
量
虐

殺
(
日
本
軍
か
ら
見
る
と
「
敵
性
村
落
の
燈
滅
掃
蕩
」
)
に
遭
っ
た
記
録
、

な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
孟
豚
の
場
合
、
①
に
誇
出
さ
れ
て
い
る
『
孟
豚

文
史
資
料
』
第
四
競
所
載
の
「
惨
案
」
の
記
録
が
あ
る
。

逆
に
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
招
か
ぬ
よ
う
に
、
日
本
軍
の
意
に
逆
ら
わ
ぬ

よ
う
に
と
封
雁
に
苦
慮
し
た
「
親
日
の
村
」
の
記
録
は
刊
行
さ
れ
な
い
。
河

東
村
は
そ
ん
な
村
だ
が
、
河
東
村
に
つ
い
て
の
中
国
側
の
文
献
史
料
は
護
見

で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
(
⑧
一
七
七
頁
)

0

河
東
村
で
は
、
日
本
軍
の
砲
塞
が
で
き
て
長
期
的
支
配
が
避
け
ら
れ
な
い

と
わ
か
り
、
村
で
暮
ら
し
績
け
る
た
め
に
、
日
本
軍
と
村
の
関
係
を
調
整
す

る
組
織
を
つ
く
っ
た
。
楊
時
通
氏
は
、
そ
れ
ま
で
は
抗
日
の
幹
部
だ
っ
た
が
、

日
本
軍
が
擦
黙
を
つ
く
る
と
「
維
持
舎
」
を
組
織
し
た
(
楊
氏
の
聞
き
取
り

は
①
五
六

1
六
瓦
頁
所
牧
。
ま
た
⑧
一
七
五

1
一
七
六
頁
も
参
照
さ
れ
た

い
)
o
H本
軍
は
維
持
舎
を
通
し
て
、
薪
や
ネ
ギ
、
水
な
ど
様
々
な
物
資
を

調
達
し
、
要
求
が
達
せ
ら
れ
な
い
と
殴
っ
た
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
五
人
の

火
性
を
要
求
し
、
「
楊
家
院
子
」
に
置
い
た
。
女
性
の
供
出
を
割
り
蛍
て
ら

れ
た
村
で
は
、

H
本
軍
と
の
関
係
、
夫
の
有
無
や
そ
の
村
の
中
で
の
地
位
、

夫
や
家
族
と
の
関
係
、
な
ど
に
よ
っ
て
「
こ
の
女
性
な
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

火
性
を
選
ん
で
提
供
し
た
。
村
を
離
れ
て
は
生
き
ら
れ
な
い
女
性
た
ち
は
、

見
張
り
が
な
く
て
も
、
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
戦
後
、
楊
時
通
氏
は
「
漢

好
」
だ
っ
た
と
し
て
五
年
間
の
懲
役
に
服
し
た
。
日
本
軍
へ
の
協
力
と
い
う

「
歴
史
問
題
」
を
抱
え
て
、
彼
の
人
生
は
大
き
く
愛
わ
っ
た
。

383 

」

楊
氏
や
他
の
十
日
老
の
話
か
ら
は
、
堅
倒
的
な
日
本
軍
の
軍
事
力
の
下
で
、

村
が
生
き
延
び
る
た
め
に
封
日
協
力
し
た
、
必
田
時
の
村
人
た
ち
の
状
況
が
わ

か
る
。
彼
ら
は
、
抗
日
を
正
義
と
し
て
「
漢
好
」
を
糾
弾
す
る
中
園
に
お
け

る
正
統
の
「
大
文
字
の
歴
史
」
と
は
異
な
っ
た
も
の
を
含
む
、
「
村
の
論
理
」

と
も
い
う
べ
き
も
の
に
よ
っ
て
行
動
し
て
い
る
。

地
域
の
楓
貼
か
ら
大
文
字
の
歴
史
を
問
い
な
お
す
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
即
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
日
中
戦
争
期
に
つ
い
て
は
、
所
謂

「
漠
好
」
日
釘
日
協
力
者
の
評
債
の
見
直
し
は
、
ま
ず
重
要
な
課
題
と
な
ろ

(
8
)
 

、
っ
。
楊
時
過
氏
の
円
迷
史
料
は
、
中
岡
語
の
文
献
に
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
、

農
村
の
基
層
封
口
協
力
組
織
の
嘗
事
者
が
嘗
時
の
朕
況
を
語
っ
た
も
の
と
い

う
貼
で
、
と
り
わ
け
貴
重
で
あ
る
。
楊
氏
は
、
調
査
グ
ル
ー
プ
が
最
初
に
村

を
訪
れ
た
と
き
、
「
調
査
は
い
い
か
げ
ん
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
一
育
っ

て
、
石
田
氏
ら
を
引
く
に
引
け
な
く
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。
四
回
目
の
調
査

で
詳
し
く
維
持
舎
の
こ
と
を
語
り
、
直
後
に
、
心
臓
愛
作
で
他
界
さ
れ
た

(
⑤
二
二
頁
)

0

戦
争
の
記
憶
に
関
し
て
は
、
「
加
害
園
の
園
氏
が
被
害
者
の
啓
を
聞
け
る

(
9
)
 

の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
」
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
が
、
こ
の
仕
事
を
見

る
と
き
、
誠
賓
に
そ
れ
を
聞
こ
う
と
す
る
円
本
人
が
現
れ
た
か
ら
こ
そ
、
そ

の
後
の
人
生
を
大
き
く
愛
え
た
「
歴
史
問
題
」
に
関
わ
る
記
憶
が
語
ら
れ
た

の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
聞
き
取
り
は
、
む
し
ろ
日
本

人
に
よ
っ
て
こ
そ
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
聞
き
取
り
調

査
を
成
立
さ
せ
る
閥
係
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

十
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「
村
び
と
」
と
は
誰
か

|
|
孟
聴
農
村
社
曾
の
ジ
ェ
ン
ダ
l
構
造

と
こ
ろ
で
、
大
文
字
の
歴
史
と
は
異
な
る
「
村
の
論
理
」
と
は
い
っ
た
い

村
の
誰
の
論
理
な
の
だ
ろ
う
か
。

聞
き
取
り
調
査
に
麿
じ
た
女
性
た
ち
の
性
暴
力
被
害
は
、
ど
ん
な
文
献
史

料
に
も
記
録
が
な
か
っ
た
。
膨
大
な
抗
戦
被
害
調
査
の
中
で
も
、
性
暴
力
被

害
に
つ
い
て
の
記
載
は
ご
く
少
な
く
、
あ
っ
て
も
件
数
の
み
で
、
ま
れ
に
被

害
者
の
賓
名
が
記
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
女
性
は
強
姦
・
虐
待
後
、
惨
殺
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
仕
事
は
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
を
も
明
ら
か
に
し
た
。

孟
際
農
村
で
は
男
性
の
村
び
と
は
、
村
の
歴
史
に
つ
い
て
、
問
わ
れ
れ
ば

み
な
蕩
々
と
語
る
、
と
い
う
。
戦
後
生
ま
れ
の
若
い
男
性
も
、
抗
戦
期
の
村

の
出
来
事
に
つ
い
て
詳
し
く
語
れ
る
し
、
相
互
の
矛
盾
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

彼
ら
の
聞
で
は
、
何
度
も
村
に
起
こ
っ
た
こ
と
が
語
り
合
わ
れ
、
「
村
の
歴

史
」
と
し
て
共
有
さ
れ
た
記
憶
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
③
一
一
一

1
一一一一

頁
)
。
『
孟
牒
文
史
資
料
』
な
ど
の
中
園
側
の
碁
暦
の
『
λ
献
史
料
は
、
戦
後
、

地
方
政
府
・
黛
機
関
が
行
っ
た
調
査
を
も
と
に
し
て
い
る
。
調
査
の
際
に
採

集
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
男
性
の
村
び
と
の
聞
で
語
り
縫
が
れ
た
戦
争

の
記
憶
だ
っ
た
。
文
献
史
料
と
は
、
こ
の
よ
う
な
「
(
男
性
の
)
村
び
と
」

の
耐
貼
と
、
共
産
禁
の
指
導
す
る
抗
日
を
正
統
と
す
る
史
観
と
の
接
貼
で
生

み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
村
の
女
性
が
受
け
た
個
々
の
性
暴

力
被
害
に
つ
い
て
は
、
二
疋
の
年
齢
以
上
の
男
性
の
村
び
と
は
、
み
な
知
っ

て
い
る
が
、
一
語
ら
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
、
と
い
う
(
⑥
二
二
二
頁
)
。
し

た
が
っ
て
抗
日
戦
の
被
害
調
査
を
見
て
も
、
性
暴
力
被
害
は
ま
ず
出
て
こ
な

い
。
が
、
そ
れ
は
、
被
害
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

」

こ
の
グ
ル
ー
プ
が
調
査
し
た
性
暴
力
被
害
者
の
女
性
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、

讃
み
書
き
で
き
ず
、
ま
た
纏
足
し
て
い
て
行
動
小
径
が
狭
か
っ
た
。
彼
女
た

ち
に
は
時
間
や
距
離
を
数
量
化
・
抽
象
化
し
て
捉
え
る
習
慣
は
な
く
、
被
害

に
つ
い
て
語
る
と
き
も
、
恐
怖
に
震
え
た
目
で
見
え
た
周
園
数
メ
ー
ト
ル
に

つ
い
て
し
か
話
せ
な
い
。
彼
女
た
ち
は
、
村
の
歴
史
も
語
れ
ず
、
そ
の
音
信
州

で
、
村
の
「
記
憶
の
共
同
髄
」
に
属
す
「
村
ぴ
と
」
で
は
な
い
(
⑤
二
七

頁
)
o

彼
女
が
心
身
に
受
け
た
被
害
の
模
験
は
、
彼
女
自
身
に
し
か
話
せ
な

い
。
が
、
彼
女
た
ち
は
、
長
年
の
問
、
被
害
の
聞
き
取
り
を
受
け
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。
彼
女
た
ち
の
被
害
は
、
語
ら
れ
ず
、
記
録
さ
れ
ず
、
「
村
の
歴

史
」
と
接
合
す
る
こ
と
な
く
、
同
情
さ
れ
な
が
ら
閉
じ
ら
れ
た
家
族
の
中
で
、

踏
み
に
じ
ら
れ
た
等
巌
を
回
復
す
る
す
べ
も
な
く
、
個
別
の
苦
し
み
を
抱
え

て
長
い
年
月
を
生
き
て
き
た
。
祉
烈
な
犠
牲
と
し
て
惨
殺
さ
れ
た
被
害
者
は

と
も
か
く
、
生
き
延
び
た
性
暴
力
被
害
者
は
、
共
同
慢
の
「
恥
」
で
あ
り
、

「
死
ね
ば
よ
か
っ
た
」
と
、
長
い
間
白
分
を
責
め
績
け
る
し
か
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

上
野

T
鶴
子
氏
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
「
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

は
男
性
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
権
利
と
財
産
で
あ
り
、
そ
れ
を
侵
害
す
る
こ

と
は
嘗
の
女
性
に
釘
す
る
凌
辱
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
卜
に
、
そ
の
女
性
が

所
属
す
べ
き
男
性
集
圏
に
封
す
る
最
大
の
侮
辱
と
な
る
、
と
い
う
'
'
家
父
長
制

(
日
)

の
論
斑
」
の
存
在
を
巌
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
論
斑
は
、
何
の
罪
も
な

い
性
暴
力
被
害
者
が
共
同
程
の
「
恥
」
と
さ
れ
た
理
由
を
説
明
す
る
。
ま
し

て
、
村
が
「
供
出
」
し
た
女
性
た
ち
へ
の
「
村
び
と
」
の
想
い
は
、
何
重
に

も
屈
折
し
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
石
田
氏
は
、
「
侵
略
し
た
園

家
・
軍
隊
こ
そ
が
被
害
の
構
造
を
強
い
た
の
で
あ
る
が
、
抗
日
す
る
民
族
・

図
家
も
ま
た
集
圏
の
生
存
と
集
圏
の
白
隼
の
た
め
に
女
性
個
人
の
被
害
の
個
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別
性
に
こ
だ
わ
り
き
ら
な
か
っ
た
」
と
遮
べ
て
い
る
(
①
一
二
三
一
頁
、
ま
た

④
九
四
、
九
六
l
九
八
頁
参
照
)
。

こ
の
研
究
は
、
性
暴
力
被
害
を
記
録
し
な
い
歴
史
記
述
を
生
み
出
し
た
孟

豚
農
村
と
そ
の
上
層
の
中
国
枇
舎
の
構
造
を
、
記
録
さ
れ
な
い
性
暴
力
被
害

の
聞
き
取
り
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
、
「
(
男
性
の
)
村
び
と
」

た
ち
が
村
の
歴
史
を
共
有
し
、
被
害
女
性
た
ち
は
家
の
中
の
世
界
に
閉
じ
こ

め
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
よ
う
な
ジ
エ
ン
ダ
l
構
造
の
枇
舎
で
あ
り
、
「
村
の

(
日
)

論
理
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
男
性
の
村
び
と
た
ち
の
論
理
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
孟
牒
農
村
の
女
性
一
般
、
特
に
よ
り
若
い
世
代
の
護
み
書
き

も
で
き
纏
足
も
し
て
い
な
い
女
性
た
ち
は
、
「
村
の
歴
史
」
を
共
有
す
る

「
村
び
と
」
に
含
ま
る
の
か
、
含
ま
れ
る
と
し
た
ら
い
つ
か
ら
か
、
な
ど
は
、

こ
の
調
査
か
ら
は
讃
み
と
れ
な
い
。
こ
の
調
査
が
明
ら
か
に
し
た
孟
際
農
村

の
ジ
ェ
ン
ダ
l
構
造
|
|
基
層
の
文
献
史
料
を
生
み
出
し
た
枇
舎
の
あ
り
方

|
|
の
具
龍
例
は
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
研
究
を
手

が
か
り
に
、
中
岡
枇
舎
の
ジ
ェ
ン
ダ
l
構
造
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
関
す
る

研
究
が
よ
り
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

4
.
歴
史
研
究
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て

-
構
築
主
義
と
責
誼
史
事
、
ま
た
は

多
元
的
な
「
現
賓
」
と
「
史
責
」
と
の
関
係

385 

本
研
究
は
、

U
述
史
料
を
基
本
史
料
と
し
た
良
質
な
賓
語
的
歴
史
研
究
で

あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
日
中
戦
争
期
の
孟
牒
農
村
で
日
本
軍
に
よ
る
性
暴
力

が
あ
っ
た
と
い
う
「
史
'
賀
」
を
明
ら
か
に
す
る
フ
ァ
ク
ト
・
デ
ィ
フ
ア
イ
ン

デ
イ
ン
グ
を
行
っ
た
。
つ
い
で
、
性
暴
力
が
起
こ
っ
た
日
本
軍
と
孟
際
農
村

」

枇
舎
の
状
況
と
構
造
、
す
な
わ
ち
「
史
賓
」
の
背
景
を
解
明
し
た
。
さ
ら
に

こ
の
研
究
は
、
そ
の
「
史
賓
」
が
異
な
っ
た
立
場
の
人
々
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
に
問
題
化
さ
れ
/
問
題
化
さ
れ
ず
に
、
現
在
に
至
っ
た
か
を
も
明
ら
か
に

し
た
。と

こ
ろ
で
、
九

0
年
代
に
「
尉
川
女
一
婦
」
問
題
が
枇
合
的
な
注
目
を
浴
び
る

中
、
そ
の
研
究
方
法
を
め
ぐ
っ
て
も
活
設
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
と
り
わ

け
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
上
野
千
鶴
子
氏
と
吉
見
義
明
氏
と
の
論
争
で
あ
る
。

上
野
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
歴
史
に
「
事
賓

E
2」
も
「
異
質

吉
見
『
」
も
な
い
、
た
だ
特
定
の
覗
貴
か
ら
の
問
題
化
に
よ
る
再
構
成
さ
れ

た
「
現
賓

5
巴
々
」
だ
け
が
あ
る
、
と
い
う
」
祉
曾
構
築
主
義
(
構
成
主

義
)
出
C
2巳

gロえ
2
2
5ロ
5
5
の
立
場
に
立
つ
と
、
一
川
「
慰
安
婦
」
が
詮

言
す
る
こ
と
で
な
さ
れ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
轄
換
を
こ
そ
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

歴
史
賓
詮
主
義
(
一
貫
詮
主
義
的
歴
史
研
究
)
と
は
文
書
史
料
至
上
主
義
で
、

と
り
わ
け
公
文
書
に
高
い
債
値
を
置
く
も
の
で
あ
り
、
口
述
詮
言
に
二
次
的

な
債
値
し
か
認
め
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
文
書
史
料
至
上
主
義
の
賓
詮
主
義

に
よ
っ
て
は
被
害
者
か
ら
見
た
円
本
軍
性
暴
力
の
賓
態
を
明
ら
か
す
る
の
は

難
し
い
。
「
論
争
が
、
「
事
{
貫
」
を
め
ぐ
る
「
賓
謹
性
」
の
水
準
に
終
始
す
る

と
す
れ
ば
、
「
慰
安
婦
」
問
題
が
つ
き
つ
け
た
も
っ
と
も
核
心
的
な
問
い
の

ひ
と
つ
が
、
取
り
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
」
、
賓
議
主
義
の
落
と
し
穴
に
陥
っ

て
は
な
ら
な
い
。
「
「
慰
安
婦
」
経
験
者
が
「
被
害
者
」
と
し
て
「
謹
言
」
し

た
と
き
、
「
失
わ
れ
た
過
去
」
は
初
め
て
「
も
う
ひ
と
つ
の
現
賓
」
と
し
て

回
復
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
歴
史
が
書
き
直
さ
れ
た
、
と
言
っ
て
も
よ
い
。

そ
し
て
そ
の
歴
史
の
「
再
審
」
は
、
戦
後
五
十
年
を
経
て
、
初
め
て
可
能
に

な
っ
た
の
で
あ
る
」
。

こ
の
上
野
氏
の
議
論
の
念
頭
に
は
、
秦
郁
彦
氏
の
よ
う
な
「
歴
史
賓
詮
主
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義
者
」
が
置
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
秦
氏
は
、
「
慰
安
婦
」
の
詮
言
は

信
用
出
来
な
い
し
、
直
接
の
明
白
な
詮
擦
と
な
る
公
文
書
は
愛
見
出
来
な
い

の
で
、
民
主
我
の
官
斡
旋
や
「
だ
ま
し
て
つ
れ
て
い
く
」
ケ
l
ス
は
と
も
か
く
、

官
憲
の
組
織
的
強
制
連
一
市
に
よ
っ
て
慰
安
婦
が
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
こ
と
は

賓
益
出
来
な
い
、
と
す
る
。

(
日
)

筆
者
は
、
秦
氏
の
南
京
大
虐
殺
の
研
究
は
意
味
あ
る
も
の
と
思
う
が
、

「
慰
安
婦
」
問
題
に
関
し
て
は
、
文
書
(
と
り
わ
け
公
文
書
)
史
料
至
上
主

義
の
限
界
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。
秦
氏
の
研
究
小
刀
法
に
封
し
で
は
、
な

ぜ
性
暴
力
の
記
録
が
な
か
っ
た
か
、
を
明
ら
か
に
し
た
本
稿
で
論
じ
て
い
る

研
究
が
根
源
的
な
批
判
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
。

さ
て
、
吉
見
義
之
氏
は
、
上
野
氏
の
議
論
に
釘
し
て
、
自
身
を
「
賓
首
の

(

日

目

)

た
め
の
賓
諮
を
す
る
賓
誼
主
義
」
の
一
昨
史
家
と
は
峻
別
し
た
上
で
、
こ
う
述

べ
る
。
「
上
野
氏
の
立
場
に
た
て
ば
、
大
事
な
こ
と
は
、
「
そ
れ
を
構
成
す
る

頑
黙
」
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
覗
貼
に
よ
っ
て
無
数
の

「
現
賓
」
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
ど
の
「
現
'
一
貫
」
を
と
る
か
は
、
「
そ
れ
を

構
成
す
る
覗
貼
」
の
内
の
ど
れ
か
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
不
可
知
論
に
な
る
か
、
そ
の
頑
貼
を
信
ず
る
か
、
あ

る
い
は
好
む
か
と
い
う
信
仰
や
晴
好
の
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
で
は
な
い

か
。
」
「
慰
安
婦
」
問
題
で
は
、
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
の
は
「
史
賓
」
で
あ
り
、

(
口
)

そ
の
た
め
に
は
説
得
方
あ
る
賓
誼
が
必
要
な
の
だ
、
と
。

上
野
氏
と
吉
見
氏
は
、
と
も
に
日
本
軍
性
暴
力
の
賓
態
と
責
任
の
所
在
を

明
ら
か
に
し
て
被
害
者
の
隼
巌
を
回
復
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
そ

の
た
め
に
重
要
な
論
駄
を
そ
れ
ぞ
れ
に
提
起
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

被
害
者
の
「
現
賓
同

g
E
Z
を
重
税
し
て
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
理
論
構

築
を
行
お
う
と
す
る
構
築
主
義
の
祉
曾
準
者
で
あ
る
前
者
と
、
ま
ず
被
害
に

」

関
わ
る
「
史
賓
片
山
口
円
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
賓
詮
史
'
家
の
後
者
の
議

論
は
、
必
ず
し
も
か
み
合
っ
て
い
な
か
っ
た
。

筆
者
が
こ
の
論
争
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
こ
れ
は
歴
史
家
の
賓
訟
研
究
の
意

味
を
め
ぐ
っ
て
現
在
問
わ
れ
て
い
る
、
大
き
な
問
題
|
|
こ
こ
で
は
構
築
主

義
と
賓
詮
史
的
学
の
関
係
と
呼
ん
で
お
く
|
|
に
閥
わ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
成
田
龍
一
氏
が
『
史
的
学
雑
誌
二

O
O
二
年
の
歴
史
的
学
界

|
|
同
顧
と
展
望
」
の
「
歴
史
腰
論
」
の
項
で
、
ピ
エ

l
ル
・
ノ
ラ
の
い
う

「
現
在
の
な
か
に
あ
る
過
去
の
糠
龍
的
構
造
と
し
て
の
記
憶
に
関
心
を
寄
せ

る
歴
史
皐
」
と
「
『
事
賓
」
の
復
元
や
再
建
を
も
っ
ぱ
ら
に
し
て
い
た
従
来

の
歴
史
皐
」
と
を
封
照
さ
せ
て
述
べ
た
ふ
た
つ
の
歴
史
研
究
の
あ
り
方
、
ま

た
南
京
大
虐
殺
に
閥
し
て
『
世
界
』
誌
上
で
展
開
さ
れ
た
「
感
情
記
憶
」
と

「
事
賓
記
録
」
を
め
ぐ
る
孫
歌
・
溝
U
雄
三
・
士
円
厩
忠
夫
各
氏
の
論
争
と
も

関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
筆
者
は
、
上
野
・
吉
見
論
争
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
意
味
を
持
つ

「
現
賓
」
と
「
史
'
一
貫
」
と
を
ど
の
よ
う
に
闘
係
づ
け
る
の
か
が
不
明
で
あ
っ

た
た
め
、
か
み
合
わ
な
い
ま
ま
に
柊
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
こ
の
孟

燃
の
性
暴
力
研
究
は
、
被
害
者
の
頑
勃
(
「
現
賓
」
)
か
ら
山
山
愛
し
、
丁
寧
な

賓
誼
に
よ
っ
て
日
本
軍
性
暴
方
の
賓
態
(
「
史
賓
」
)
と
構
造
を
多
元
的
に
明

ら
か
に
し
た
、
具
種
的
な
研
究
成
果
に
よ
っ
て
雨
者
の
ズ
レ
を
埋
め
る
も
の

だ
と
考
え
る
。

賓
際
の
事
例
に
即
し
て
論
じ
よ
う
。

西
煙
鎮
の
越
潤
梅
さ
ん
は
、
円
本
軍
に
討
伐
作
戦
時
に
投
致
さ
れ
て
性
暴

力
を
受
け
た
。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
彼
女
は
被
害
の
髄
験
、
自
分
の

「
現
賓
」
を
は
じ
め
て
語
っ
た

(
U
述
記
録
は
①
七
九
l
八
二
頁
所
収
)
。

西
煙
鎮
は
百
園
大
戦
の
際
に
日
本
軍
に
大
き
な
打
撃
を
輿
え
た
抗
日
の
村
で
、
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一
九
四
一
年
四
月
、
日
本
軍
に
よ
る
報
復
的
な
掃
蕩
を
受
け
、
「
西
煙
惨
案
」

と
し
て
記
録
さ
れ
る
大
規
模
な
虐
殺
事
件
が
あ
っ
た
村
で
あ
る
。
聞
き
取
り

を
進
め
る
中
で
、
抽
出
さ
ん
の
被
害
は
、
西
煙
惨
案
の
中
で
起
こ
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る
(
こ
の
経
緯
は
⑧
一
八

O
l
一
八
一
頁
参
照
)
。
そ
れ
ま
で
、
性

暴
力
の
後
遺
症
に
長
年
苦
し
ん
で
き
た
彼
女
に
は
、
そ
れ
が
地
域
で
ひ
ど
い

虐
殺
事
件
と
し
て
記
憶
・
記
録
さ
れ
て
い
る
惨
案
で
の
出
来
事
だ
と
は
、
ず

っ
と
自
覚
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
『
孟
豚
文
史
資
料
』
に
西
煙
惨
案
の

記
録
は
あ
っ
て
も
(
①
二

O
三
1

二
O
五
頁
に
翻
誇
掲
載
)
、
彼
女
を
含
め

た
生
存
す
る
火
性
へ
の
性
暴
力
は
全
く
言
及
が
な
か
っ
た
。
石
田
氏
ら
の
調

査
・
研
究
に
よ
っ
て
、
彼
女
の
「
現
賞
」
は
、
西
煙
惨
案
の
時
に
越
潤
梅
へ

の
性
暴
力
が
あ
っ
た
と
い
う
「
史
賓
」
と
し
て
村
の
歴
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

「
村
び
と
」
が
共
有
す
る
歴
史
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
惨
案

が
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
日
本
軍
と
八
路
軍
の
釣
峠
す
る
前
線
の
構
造
は
前
述

の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
あ
る
女
性
の
「
現
賓

H
E
E
Z
が
、
具
龍
的
な
時
間
と
場
所

の
特
定
さ
れ
る
「
史
賓

E
2
(事
件
)
」
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に

そ
の
個
別
具
髄
的
な
「
史
賓
」
が
ど
の
よ
う
に
共
通
な
い
し
合
髄
的
な
構
造

の
中
で
起
こ
っ
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
場

に
い
た
わ
け
で
は
な
い
我
々
が
、
山
西
省
の
被
害
者
の
個
別
の
「
現
{
貫
」
を

理
解
し
、
そ
れ
が
起
こ
っ
た
構
造
へ
の
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
ら
か
じ
め
被
害
者
に
釘
す
る
シ
ン
パ
シ
l
を

持
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
理
解
で
き
る
「
現
賓
」
で
あ
る
だ
け
で
、
異
な
っ

た
立
場
の
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
枇
舎
に
お
い
て
、
全
慢
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
と
し
て
そ
の
出
来
事
を
認
識
し
そ
れ
と
向
き
合
う
こ
と
は
難
し
い
。
そ

れ
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
手
間
の
か
か
る
困
難
な
賓
詮
作
業
に
よ
っ
て
被

387 

」

害
者
の
「
現
賓
」
と
我
々
の
生
き
る
現
在
と
の
関
係
が
具
種
的
に
明
ら
か
に

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
仕
事
は
、
現
在
の
一
刷
舎
に
と
っ
て
無
蹴
出
来
な

い
、
し
か
し
筒
車
に
は
共
有
山
来
な
い
「
現
賓
」
の
出
現
に
針
し
て
、
賓
謹

的
な
歴
史
研
究
が
何
を
な
し
う
る
か
を
示
し
た
、
と
い
う
鈷
で
も
貴
重
な
も

の
だ
と
い
え
る
。

こ
の
研
究
は
ま
た
、
日
本
軍
性
暴
力
と
い
う
「
史
賓
」
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
が
闘
わ
り
の
あ
っ
た
多
様
な
立
場
の
人
々
に
、
ど
の
よ
う

に
異
な
っ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
を
も
我
々
に
提
示
し
た
。

と
り
わ
け
、
被
害
女
性
や
他
の
村
び
と
の
「
現
賓
」
と
と
も
に
、
⑬
『
あ
る

日
本
兵
の
二
つ
の
戦
場
』
に
よ
っ
て
、
加
害
側
で
あ
る
円
本
軍
兵
土
の
「
現

賓
」
を
も
提
示
し
た
意
味
は
大
き
い
。

被
害
者
と
加
害
者
、
他
の
村
人
た
ち
な
ど
は
、
異
な
っ
た
「
現
賓
」
を
生

き
て
い
た
が
、
し
か
し
支
配
権
を
め
ぐ
る
般
烈
な
駆
け
引
き
や
戦
闘
の
行
わ

れ
て
い
る
前
線
の
、
同
じ
場
に
生
き
て
い
た
。
我
々
は
、
日
本
軍
性
暴
力
と

い
う
「
史
賓

u
事
賓

F
2」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
場
の
枇
合
同

と
支
配
の
構
造
を
認
識
し
、
そ
の
中
で
多
様
な
立
場
の
人
々
が
置
か
れ
た
状

況
に
即
し
て
彼
ら
の
「
現
賓
」
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
我
々
は
、
こ
の

丁
半
な
仕
事
に
よ
っ
て
、
日
本
軍
支
配
下
の
山
西
省
で
性
暴
力
が
た
し
か
に

存
在
し
、
そ
れ
が
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
異
な

っ
た
立
場
で
そ
の
こ
と
に
関
わ
っ
た
人
々
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
ん
な
意

味
の
出
来
事
で
あ
っ
た
の
か
、
を
説
得
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

丸
町
ヲ
心
。

こ
こ
で
筆
者
が
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
、
構
築
主
義
と
賓

詮
史
墜
と
の
陸
路
を
つ
な
ぎ
、
「
現
賓
」
と
「
史
賓
」
と
を
閥
連
づ
け
る
の

は
、
徹
底
的
か
つ
丹
念
な
賓
詮
研
究
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
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し
、
問
題
は
そ
れ
で
安
心
し
て
従
来
の
賓
詮
主
義
的
歴
史
研
究
に
戻
っ
て
よ

い
、
と
い
う
ほ
ど
翠
純
で
は
な
い
。
ま
だ
研
究
の
主
樫
を
め
ぐ
る
問
題
が
論

じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
と
き
に
は
、
と
り
わ
け

明
瞭
に
立
ち
現
れ
て
く
る
。

-
聞
き
取
り
調
査
に
お
け
る
関
係
性
と
、

歴
史
家
の
主
瞳
性

さ
て
、
口
遮
史
料
が
文
献
史
料
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
文
献

史
料
に
書
か
れ
た
内
容
は
も
や
は
動
か
な
い
固
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史

家
の
技
量
は
も
っ
ぱ
ら
史
料
が
ど
れ
だ
け
「
讃
め
る
」
か
で
問
わ
れ
る
の
に

到
し
て
、
口
達
調
査
で
イ
ン
フ
ォ

l
マ
ン
ト
の
語
る
内
容
は
、
可
愛
的
な
も

の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ォ

I
マ
ン
ト
が
何
を
ど
の
よ
う
に
語

る
か
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
朕
況
に
よ
っ
て
間
変
わ
り
う
る
の
で
あ
り
、
歴
史

家
の
技
量
は
、
ま
ず
イ
ン
フ
ォ

l
マ
ン
ト
と
と
も
に
ど
の
よ
う
な
史
料
を

「
創
り
出
す
」
か
で
問
わ
れ
る
。
こ
の
「
史
料
の
可
愛
性
」
は
、
日
連
史
料

が
文
献
史
料
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
黙
で
あ
り
、
し
ば
し
ば

U
述
史
料

が
信
頼
性
に
扶
け
る
、
と
考
え
ら
れ
る
理
由
で
も
あ
っ
た
。

U
遁
史
料
に
は
た
し
か
に
、
忘
却
や
記
憶
遠
い
、
非
一
貫
性
、
記
憶
の
選

揮
性
、
さ
ら
に
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
回
想
す
な
わ
ち
現
在
か
ら
見
た
過
去
の

意
味
づ
け
で
あ
る
、
と
い
っ
た
史
料
債
値
の
上
で
問
題
に
な
り
そ
う
な
特
徴

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
史
料
の
形
成
さ
れ
る
場
の
状
況
に
由
来
す
る

バ
イ
ア
ス
は
、
文
献
史
料
を
含
め
た
企
て
の
史
料
に
存
在
す
る
。
研
究
の
目

的
と
史
料
の
性
格
に
麿
じ
た
史
料
批
判
の
必
要
を
、
こ
こ
で
再
論
す
る
必
要

は
な
い
だ
ろ
う
。
口
述
史
料
の
史
料
批
判
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
相

(
刊
)

首
に
精
綴
な
議
論
の
蓄
積
も
あ
る
。
む
し
ろ
口
述
史
料
の
信
頼
性
に
関
し
て

」

は
、
「
記
録
文
書
の
信
頼
性
に
封
す
る
疑
問
の
多
く
に
、
ー
ー
そ
の
文
書
が

俄
造
物
か
ど
う
か
、
誰
が
著
者
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
枇
曾
的
な
目

的
を
も
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
な
ど
の
疑
問
に
|
|
オ
l
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
に
よ
る
史
料
は
、
記
録
文
書
史
料
よ
り
も
は
る
か
に
確
信
を
も

っ
て
答
え
ら
れ
る
」
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
特
に
そ
れ
が
「
歴
史
家
白
身
の

〈
叩
)

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
l
ク
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
場
合
は
そ
う
で
あ
る
」
。

こ
こ
で
語
ら
れ
た
内
容
は
、
長
い
開
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
性
暴
力
被
害

の
髄
験
、
と
い
う
非
常
に
語
ら
れ
に
く
い
事
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
仕

事
は
、
聞
き
取
り
と
口
述
史
料
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

長
い
間
沈
歎
し
て
い
た
女
性
た
ち
が
、
向
ら
の
性
暴
力
被
害
を
語
っ
た
の

は
、
そ
れ
を
聞
こ
う
と
す
る
者
が
現
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
調
査
グ
ル
ー
プ
が

孟
牒
の
農
村
ま
で
何
度
も
足
を
運
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
た
ち
は
、
封
じ

込
め
て
い
た
辛
い
樫
験
を
少
し
ず
つ
話
し
出
し
た
。
そ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で

は
な
く
、
最
初
、
日
本
人
の
男
性
が

H
本
語
を
話
す
の
を
瓦
十
年
ぶ
り
に
聞

い
た
被
害
者
は
、
そ
れ
だ
け
で
震
え
だ
し
た
。
性
暴
力
に
話
が
及
ぶ
と
、
吐

い
た
り
、
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、
失
一
利
し
た
り
し
た
。
そ
れ
で
も
彼
火
た

ち
は
話
す
こ
と
を
止
め
よ
う
と
は
せ
ず
、
少
し
ず
つ
断
片
的
に
話
し
出
し
、

聞
く
者
と
の
聞
に
信
頼
関
係
が
芽
生
え
、
同
じ
よ
う
な
被
害
に
あ
っ
た
別
の

女
性
た
ち
と
も
話
す
よ
う
に
な
る
中
で
、
次
第
に
明
る
く
な
り
、
自
信
を
取

り
戻
し
、
自
ら
の
被
害
を
筋
道
立
て
て
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
最

初
は
ム
円
分
な
ど
「
死
ね
ば
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
て
い
た
女
性
た
ち
が
、
や
が

て
「
出
口
気
(
心
に
わ
だ
か
ま
る
も
の
を
吐
き
出
す
と
し
な
け
れ
ば
死
ん

で
も
死
に
き
れ
な
い
、
と
日
本
政
府
に
謝
罪
と
賠
償
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、

自
ら
の
「
生
き
る
」
意
味
を
獲
得
し
て
い
っ
た
(
③
一
四
!
一
六
頁
。
④
九

五
i
九
六
頁
)
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被
害
者
た
ち
は
、
聞
く
者
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
語
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ

こ
で
の
聞
き
取
り
l
口
迷
史
料
は
あ
く
ま
で
剥
査
者
と
被
害
者
l
イ
ン
フ

ォ
l
マ
ン
ト
と
の
関
係
の
中
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ

の
関
係
如
何
に
よ
っ
て
聞
き
取
り
の
内
容
も
可
愛
的
で
あ
る
。
聞
き
取
り
を

重
ね
る
聞
に
も
そ
の
関
係
は
愛
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
口
述
の
内
容
も
さ
ら

に
愛
化
し
、
そ
し
て
こ
の
場
合
、
そ
の
中
で
被
害
者
の
主
鰭
性
が
決
定
的
に

愛
化
し
た
。
石
出
氏
は
、
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
「
聞
き
取
り
と
い
う
の
は

あ
る
個
別
の
闘
係
の
愛
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
し
か
な
い
」
(
⑤
二
五
頁
)
、

「
詮
言
は
関
係
で
あ
り
、
関
係
を
つ
く
り
、
間
変
え
る
こ
と
だ
と
い
う
自
覚
が

必
要
な
の
で
あ
る
」
(
④
一

O
一
頁
)
と
述
べ
る
。

こ
こ
で
の
調
査
者
は
、
火
性
た
ち
の
人
生
を
狂
わ
せ
た
加
害
者
の
図
か
ら

や
っ
て
来
た
、
な
に
よ
り
員
撃
に
彼
女
た
ち
に
向
き
合
お
う
と
す
る
人
々
で

あ
っ
た
。
調
査
者
U
歴
史
家
は
、
超
越
し
た
「
客
観
的
」
な
存
在
な
ど
で
は

な
く
、
は
っ
き
り
と
し
た
個
別
の
主
龍
性
を
持
っ
た
存
在
で
あ
り
、
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
被
害
者
と
の
関
係
に
甘
宍
つ
い
た
聞
き
取
り
が
可
能
と
な
っ
た
。

調
査
者
は
ま
た
、
被
害
者
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
が
、
被
害
者

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
被
害
者
と
は
異
な
っ
た
主
髄
で
あ
る
。
で

あ
る
か
ら
こ
そ
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
こ
の
場
合
は
、
女
性
た

ち
の
暮
ら
す
共
同
慢
の
外
か
ら
来
た
人
間
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
村
の
論
理
」

に
よ
っ
て
沈
歎
さ
せ
ら
れ
て
い
た
彼
女
た
ち
が
語
り
は
じ
め
る
こ
と
が
山
来

た
(
⑤
二
七
頁
)
o

先
の
上
野
氏
の
議
論
は
、
誰
の
「
現
賓
」
に
立
っ
か
、

を
重
視
し
て
い
る
が
、
被
害
者
の
「
現
賓
」
に
立
っ
て
歴
史
を
再
審
す
る
者

と
被
害
者
そ
の
も
の
と
の
主
健
の
匿
別
は
や
や
暖
昧
で
あ
る
。
被
害
者
で
な

い
「
私
」
は
、
被
害
者
の
「
現
賓
」
を
共
有
は
で
き
な
い
が
、
(
優
れ
た
歴

史
家
の
仕
事
に
導
か
れ
て
)
人
間
的
想
像
力
を
働
か
せ
る
と
き
、
そ
れ
を
浬
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」

解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
手
績
き
を
経
て
、
多
く
の
人
に

被
害
者
の
楓
貼
を
も
重
耐
し
た
「
歴
史
」
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

口
述
調
査
に
際
し
て
、
調
査
者
日
歴
史
家
は
超
然
と
し
た
客
観
的
存
在
で

は
い
ら
れ
な
い
。
イ
ン
フ
ォ

l
マ
ン
ト
が
語
る
の
は
、
個
別
の
歴
史
家
に
釘

し
て
で
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
史
料
の
「
客
観
性
」
を
問
題
に
す

る
の
は
意
味
が
な
く
、
む
し
ろ
必
要
な
の
は
、
イ
ン
フ
ォ
l
マ
ン
ト
と
同
時

に
調
査
者
が
ど
ん
な
主
樫
で
あ
っ
た
か
|
|
と
り
わ
け
、
ど
の
よ
う
な
目
的

で
(
畑
き
取
り
を
し
た
か
ー
ー
を
、
自
覚
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
と
忠
わ

れ
る
。口

述
調
査
を
行
う
歴
史
家
は
、
イ
ン
フ
ォ
l
マ
ン
ト
と
と
も
に
史
料
を
創

り
出
し
て
い
る
と
い
う
黙
で
、
文
献
史
料
を
扱
う
歴
史
家
に
比
べ
て
よ
り
直

接
的
に
歴
史
を
創
造
し
て
い
る
。
と
は
い
え
文
献
史
料
を
扱
う
歴
史
家
も
、

歴
史
を
自
ら
の
覗
結
で
再
審
U

再
構
築
し
て
い
る
こ
と
に
総
長
わ
り
は
な
い
。

口
達
史
料
の
場
合
は
、
そ
れ
が
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
た
め
に
自
覚
さ
れ
や
す

い
、
歴
史
家
は
個
別
具
健
的
な
主
樫
性
を
も
っ
て
歴
史
を
再
審
H

再
構
築
す

る
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
む
し
ろ
文
献
史
料
を
扱
う
歴
史
家
も
、

い
ま
一
度
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
と

き
、
口
述
史
料
を
も
活
用
し
な
が
ら
、
歴
史
は
よ
り
豊
か
に
再
構
築
さ
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

++占(
l
)

中
園
人
「
慰
安
婦
」
訴
訟
競
護
圏
等
編
『
そ
の
勇
気
を
無
駄
に
し

な
い
で
|
|
中
園
山
西
省
で
の
性
暴
力
被
害
者
の
詮
言
・
訴
状
』

(
同
駒
市
護
圏
護
行
、
一
九
九
九
年
)
は
、
同
地
域
の
他
の
被
害
者
た
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ち
の
聞
き
取
り
の
記
録
で
あ
る
。

(
2
)
近
藤
一
氏
は
北
支
邦
方
面
軍
第
一
軍
濁
立
混
成
第
四
抜
圏
濁
す
一
歩

兵
第
二
二
大
隊
所
属
で
、
一
九
四
O
l
四
四
年
に
山
西
省
に
駐
屯
し

た
。
の
ち
韓
戦
し
た
沖
縄
で
、
部
隊
が
全
滅
に
近
い
損
害
を
受
け
た

中
を
生
き
延
び
て
終
戦
を
迎
え
た
。
近
年
、
山
西
省
へ
の
聞
き
取
り

調
査
に
何
度
も
同
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
中
国
と
沖
縄
の
ふ
た
つ

の
戟
場
を
経
験
し
た
近
藤
氏
の
口
遁
は
、
そ
れ
白
樫
と
し
て
分
析
さ

れ
る
べ
き
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

(
3
)

「
河
束
村
四

0
0
人
の
う
ち
四
、
五

O
人
の
女
性
が
強
姦
さ
れ

た
」
と
い
う
謹
言
が
あ
る
(
⑧
一
七
五
頁
)

0

(
4
)
南
京
事
件
調
査
研
究
合
同
編
誇
『
南
京
事
件
資
料
集
」
(
一
一
新
)
(
青

木
書
庖
、
一
九
九
二
年
)
、
李
乗
新
・
徐
俊
元
・
石
玉
新
主
編
『
侵

華
日
軍
暴
行
総
録
」
(
河
北
人
民
山
版
壮
、
一
九
九
五
年
)
等
参
照
。

(
5
)

他
の
代
表
的
な
研
究
に
、
吉
見
義
明
編
集
解
説
『
従
軍
慰
安
婦
資

料
集
」
(
大
月
書
庖
、
一
九
九
二
年
)
、
西
野
瑠
美
子
『
従
軍
慰
安
婦

|
|
元
兵
士
た
ち
の
詮
言
』
(
明
石
書
店
、
一
九
九
二
年
)
、
土
口
見
義

明
・
林
博
史
編
著
『
共
同
研
究
日
本
軍
慰
安
婦
』
(
大
月
書
席
、

一
九
九
五
年
)
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
受
け
て
、
日
本
政
府
は
園
の
責
任
を
認
め

て
謝
罪
し
た
。
ま
た
、
「
慰
安
婦
」
と
い
う
呼
び
方
は
被
害
女
性
か

ら
見
て
あ
ま
り
に
不
適
賞
だ
と
、
「
日
本
軍
性
奴
隷
制
」
と
い
う
概

念
が
提
起
さ
れ
た
。

(
6
)

こ
の
時
期
、
園
内
で
は
歴
史
教
科
書
の
「
慰
安
婦
」
に
閲
す
る
記

述
が
削
ら
れ
る
な
ど
の
動
き
が
起
こ
り
、
園
際
的
に
は
、
「
慰
安
所
」

制
度
の
岡
際
法
へ
の
違
法
性
と
日
本
政
府
の
法
的
責
任
を
指
摘
し
た

」

ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
報
告
(
一
九
九
六
年
)
・
マ
ク
ド
ゥ

1
ガ
ル
報
告

(
一
九
九
一
八
年
)
が
園
士
連
人
権
委
員
舎
で
相
継
い
で
採
揮
さ
れ
た
。

二
0
0
0年
二
一
月
に
は
民
間
法
廷
で
あ
る
女
性
園
際
戦
犯
法
廷
が

東
京
で
聞
か
れ
、
司
法
の
専
門
家
に
よ
っ
て
、
昭
和
天
皇
と
円
本
政

府
の
「
慰
安
所
」
制
度
に
釘
す
る
責
任
が
認
定
さ
れ
た
。
『
H
本
軍

性
奴
隷
制
を
裁
く
|
|
二

0
0
0年
女
性
国
際
戦
犯
法
廷
の
記
録

(
全
六
を
)
」
は
、
こ
の
法
廷
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
詮
擦
・
資
料

と
そ
の
分
析
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
他
に
も
、
女
性
の
た
め
の
ア

ジ
ア
平
和
園
民
基
金
編
『
政
府
調
査
「
従
軍
慰
安
婦
」
関
係
資
料
集

成
(
全
五
加
)
」
(
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
七

1
九
八
年
)
、
す
明
淑

『
日
本
の
軍
隊
慰
安
婦
制
度
と
朝
鮮
人
軍
隊
慰
安
婦
』
(
明
石
書
府
、

二
O
O
三
年
)
な
ど
多
数
の
研
究
成
果
が
あ
る
。
関
連
文
献
日
銀
と

し
て
は
、
女
性
の
た
め
の
ア
ジ
ア
平
和
岡
民
基
金
編
「
「
慰
安
婦
」

関
係
文
献
目
録
』
(
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
)
が
あ
る
。

(
7
)
南
京
型
、
「
慰
安
所
」
型
、
前
線
・
末
端
型
と
い
う
呼
び
方
も
、

定
着
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
例
え
ば
、
「
楊
家
院
予
」
の
例
は

ど
の
類
型
か
、
は
日
本
軍
兵
士
の
覗
黙
を
も
含
め
て
、
さ
ら
に
考
察

さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

(
8
)

こ
の
問
題
で
は
、
山
西
省
と
状
況
は
異
な
っ
た
が
や
は
り
円
本
の

支
配
下
に
あ
っ
た
上
海
の
事
例
に
つ
い
て
も
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
。

古
厩
忠
夫
氏
は
、
封
日
協
力
者
に
は
、
地
域
の
生
産
と
生
活
の
維
持

の
た
め
に
行
動
し
た
地
域
エ
リ
ー
ト
ゃ
、
命
と
引
き
換
え
に
円
本
軍

に
協
力
さ
せ
ら
れ
た
民
衆
な
ど
、
多
様
な
人
々
が
含
ま
れ
て
お
り
、

抗
日
と
親
日
の
聞
に
「
相
嘗
の
グ
レ
l
・ゾ
l
ン
」
が
存
在
し
た
、

と
す
る
(
古
厩
忠
夫
「
日
中
戦
争
・
上
海
・
私
」
『
近
き
に
在
り
て
』
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一
九
、
一
九
八
八
年
、
士
口
一
既
『
日
中
戦
争
と
上
海
、
そ
し
て
私
』
研

文
出
版
、
二

0
0
四
年
に
再
録
。
ま
た
高
綱
博
文
「
総
論
に
代
え
て

|
|
古
厩
忠
夫
に
よ
る
戟
時
上
海
研
究
及
び
本
書
所
収
論
文
の
紹

介
」
高
綱
編
「
戦
時
上
海
一
九
三
七
l
四
五
年
』
研
文
出
版
、
二

0
0
五
年
、
参
照
)

0

近
年
の
英
語
圏
の
研
究
で
も
、
「
傷
(
億
個
師
)
」

と
い
う
言
い
方
は
歴
史
的
概
念
と
い
う
よ
り
は
倫
理
的
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
な
の
で
使
、
つ
べ
き
で
な
い
と
、
「
合
作

g]]与
o
g
p
D
口
政
権
」

と
い
う
呼
び
方
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
多
様
な
動
機
に
よ
る

釘
日
協
力
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る

(↓H
B
o
p可
回

50}♂
の
と
目
白
雪
ミ
N
Eぉ・
~
a
h
v
a
F及
。
』
h
S
H
h
s
?に
h

R
丸

岡
N
N
R
h
S
君
、
品
、
な
喜
向
。
b
芸
員
同
日
〈
常
(
山
口

E
〈

℃
H
O
印印

N
C
C
品
。
ロ
印
l

ts固
め
ロ
ロ
♀
伶
ヨ

g
r
E
Jへ
与
え
」
g
h
b内
h
b
b
&
r
H
G
久
忌
、
周
目
的

s
h
h
N
h
w
N
e
h
b
a
s
h」
刊
を
刊
誌
だ
叫
号
、
bhvhNFR崎町

O
R
N
h
vミ
呂
戸
。
山
田
寸
ロ
L
m
o

d
ロH
〈

HUR出
回
ゆ

N
C
C九
戸

)

(
9
)

酒
井
順
子
/
ポ
l
ル
・
ト
ン
プ
ソ
ン
「
日
本
に
お
け
る
オ
l
ラ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
可
能
性
」
(
ボ
l
ル
・
ト
ン
プ
ソ
ン
著
、
酒
井

順
子
諜
『
記
憶
か
ら
歴
史
へ
|
|
オ
l
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
腔

界
』
青
木
書
席
、
二

O
O
二
年
所
収
)
五
五
八
頁
。
同
論
文
は
、

オ
l
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
古
典
と
し
て
虞
く
讃
ま
れ
て
い
る
同
書

の
円
本
語
版
に
、
特
に
日
本
の
護
者
の
た
め
に
附
さ
れ
た
補
論
で
あ

る
。
口
連
史
料
を
使
っ
た
歴
史
研
究
で
は
戟
争
の
記
憶
や
植
民
地
支

配
の
研
究
に
関
わ
る
も
の
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
と
述
べ
、

そ
の
際
の
「
お
そ
ら
く
最
も
深
刻
な
問
題
」
と
し
て
、
こ
の
疑
問
を

奉
げ
て
い
る
。

(
日
)
上
野
千
鶴
子
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ジ
エ
ン
ダ
l
』
(
青
土
社
、

391 

」

一
九
九
八
年
)
一

O
七
頁
。

(
日
)
一
方
の
性
暴
力
の
加
害
者
た
る
円
本
軍
の
記
録
に
も
、
性
暴
力
の

記
録
は
稀
で
あ
り
、
そ
れ
が
何
故
か
も
よ
り
深
く
分
析
さ
れ
る
べ
き

課
題
で
あ
る
。
⑬
の
日
本
軍
兵
上
の
聞
き
取
り
は
、
そ
の
重
要
な
史

料
と
な
ろ
う
。

(
ロ
)
雨
者
の
論
争
は
、
日
本
の
戦
争
責
任
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
ナ
シ
ヨ

ナ
リ
ズ
ム
と
「
慰
安
婦
」
問
題
新
装
版
』
(
青
木
書
府
、
一
九
九

八
年
初
版
、
二

O
O
三
年
新
装
版
)
に
牧
め
る
。
た
だ
し
上
野
氏
の

議
論
は
、
前
掲
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ジ
エ
ン
ダ
l
』
に
よ
り
詳
し

く
展
開
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
前
掲
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ジ
エ
ン
ダ
1
』
一
一
一
頁
、
一
一
九
四
頁
、

一
五
七
頁
。
ま
た
前
掲
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
「
慰
安
婦
」
問
題
』

九
八
l
一一一一一頁。

(
U
)

秦
郁
彦
『
慰
安
婦
と
戦
場
の
性
』
(
新
潮
選
書
、
一
九
九
九
年
)

三
七
七
l
三
七
九
頁
。
秦
氏
は
、
「
慰
安
婦
た
ち
の
身
の
上
話
」
は

「
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
も
の
ば
か
り
」
で
、
名
乗
り
出
た
慰
安
婦
に

は
「
知
力
が
低
く
、
お
だ
て
に
の
り
や
す
い
」
な
ど
の
共
通
し
た
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
、
と
も
い
う
(
同
前
一
七
八
頁
)

C

(
日
)
秦
郁
彦
『
南
京
事
件
』
(
中
公
新
書
、
一
九
八
六
年
)
。

(
日
)
前
掲
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
「
慰
安
婦
」
問
題
」
一
二
八
百
八

0

士円

見
氏
は
ま
た
、
上
野
氏
の
賓
誼
史
皐
へ
の
誤
解
に
封
し
て
、
文
献
史

料
で
あ
れ
円
逮
史
料
で
あ
れ
、
血
脈
密
な
史
料
批
判
の
も
と
に
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
何
を
明
ら
か
に
で
き
何
を
明
ら
か
に

で
き
な
い
か
を
自
覚
し
た
上
で
使
う
と
い
う
の
は
、
ま
と
も
な
歴
史

家
は
嘗
然
行
っ
て
い
る
こ
と
だ
、
と
適
切
な
反
論
を
述
べ
て
い
る
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(
前
掲
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
「
慰
安
婦
」
問
題
』

二
頁
)

0

(η)
前
掲
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
「
慰
安
婦
」
問
題
』

一二三

1
一
三
五
頁
。

(
同
)
『
史
的
学
雑
誌
」
第
百
十
二
編
第
五
競
(
二

O
O
三
年
五
月
)
七
頁
。

孫
歌
「
H
中
戦
争
感
情
と
記
憶
の
構
園
」
(
「
世
界
」
二

0
0
0年

四
月
競
)
、
溝
口
雄
一
一
一
「
日
中
間
に
知
の
共
同
'
空
間
を
創
る
た
め
に
」

(
同
二

0
0
0年
九
月
競
)
、
古
厩
忠
夫
「
『
感
情
記
憶
」
と
『
事
賓

記
録
」
を
釘
立
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
(
同
二

O
O
一
年
九
月
競
)

0

(
印
)
前
掲
ト
ン
。
フ
ソ
ン
『
記
憶
か
ら
歴
史
へ
」
の
、
特
に
第
四
章
。
ま

た
楼
井
厚
『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
枇
命
日
皐
|
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
の
聞

き
方
」
(
せ
り
か
書
房
、
二

O
O
二
年
)
な
ど
参
照
。

O 

一二一一百ハ、

(
却
)
前
掲
『
記
録
か
ら
歴
史
へ
』
一
一
一
八
l
一
二
九
頁
。

(
幻
)
研
究
主
龍
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
歴
史
研
究
そ
れ
自
慢
の
成
果

と
し
て
も
、
歴
史
研
究
の
現
賓
に
釘
す
る
枇
合
貢
献
と
し
て
も
、
意

味
の
大
き
い
こ
の
仕
事
が
、
専
門
の
歴
史
研
究
者
で
は
な
い
人
々
が

多
数
を
占
め
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
は
、

職
業
的
な
照
史
研
究
者
が
衿
を
た
だ
す
べ
き
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

-
本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
お
茶
の
水
女
子
大
皐
C
O
E
研
究
員
金
富
子
氏

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
か
ら
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て

感
謝
す
る
。

十

140 

11 寸11 
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